
チューリップの１２～１月出し及び２～３月出し栽培のための球根の低温処理法

[要約］壬_ﾆー ｰー ﾘー z-ユを加温栽培で上-2-ニュー且出上する場合は、玉造処理を１４℃

で１週間行った後に、２．５℃で６～７週間本冷処理する。２－＝_皇_E出L4栽培では、

本冷処理のみとし晩生種は２．５℃で７～８週間、中生種は５℃で８週間行うと切花

品質が向上する。
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［背景・ねらい］

最近のチューリップは、八重咲きや百合咲きの花弁をもつものや一つの茎に３～５花つ

ける枝咲き性のものが注目されている。また、花色も従来の赤色系の他にパステルカラー

やオレンジ色のものに人気が出るなど品種が多様化している．特に、１２～３月出し促成

栽培では、需要が安定しているため、高品質切り花の出荷が強く求められている。しかし、

生育開花の促進や切花長の確保のための球根の低温処理については不明な点が多い。そこ

で、本県に新しく導入されている主要品種について、１２～３月出し栽培における球根の

低温処理法を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

①１２～１月出し栽培では「ホワイトドリーム」、「マルタ」及び「アンジェリッケ」と

も１４℃で１週間球根の予冷処理を行うとよい。本冷処理は２．５℃で６～７週間行うと開

花時の切花長が長くなり品質が向上する（表１）。

②２～３月出し栽培では球根の予冷処理は必要ないが、開花期を揃えるためには本冷期間

を長くする。晩生種の「アンジェリッケ」及び「マルタ」は２．５℃の７～８週間、中生種

の「ガンダースラプソディー」及び「ママサ」は５℃の８週間行う。．「インゼル」は、開

花時の切花長が短く、２～３月出し栽培には利用できない（表２，表３）。

［成果の活用面・留意点］

①県内のチューリップ切り花産地における促成栽培技術として活用する。

②球根は低温処理する前に２０℃の温度で乾式貯蔵を行って花芽分化を早める。
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注)①本冷開始：10月１４日

②定卿寺期：11月25日から1週間毎

③剃認瓦温:夜間最低13℃

［その他］
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表２２～３月出し栽培における開花日と切花長(平成3年）
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表１１２～１月出し栽培における開花日と切花長(平成2年）
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